
戦後
80周

年 平和祈念事業
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今
年
、
沖
縄
県
で
は
、
沖
縄
戦
終
結
か
ら

80
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
戦
後
90
年
、

１
０
０
年
と
い
っ
た
長
期
的
な
視
点
に
立

ち
、「
恒
久
平
和
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン（
仮
称
）」

の
策
定
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
ほ
か
、

沖
縄
戦
の
実
相
・
教
訓
を
正
し
く
次
世
代
に

伝
え
て
い
く
た
め
、
平
和
祈
念
資
料
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た
取
組
、
平
和
の
礎
の

発
信
力
強
化
、
平
和
学
習
の
充
実
、
次
世
代

へ
語
り
継
ぐ
担
い
手
の
育
成
・
確
保
な
ど
の

取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
沖
縄
戦
終
結
か
ら
80
年
間
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
沖
縄
戦
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
と

と
も
に
、
平
和
を
希
求
す
る
「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
」

を
継
承
す
る
ほ
か
、
未
来
へ
向
け
、
県
民
一
人

ひ
と
り
、
さ
ら
に
は
、
沖
縄
を
訪
れ
る
全
て
の

人
々
を
含
め
て
、
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
を
描

い
て
い
く
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
戦
後
80
周
年

平
和
祈
念
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

戦
後
80
周
年
平
和
祈
念

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

平
和
を
希
求
す
る
「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
」
を

広
く
発
信
し
て
い
く
象
徴
と
し
て
、
公
募
に

よ
り
応
募
の
あ
っ
た
作
品
の
中
か
ら
、
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
決
定
し
ま
し
た
。

企
業
・
団
体
な
ど
に
お
い
て
も
、「
戦
後

80
周
年
」
や
「
平
和
」
に
関
連
す
る
事
業
で

あ
れ
ば
、
県
の
承
認
を
得
た
上
で
ご
使
用
い

た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
32
軍
司
令
部
壕

保
存
・
公
開
の
取
組

沖
縄
戦
の
軍
事
的
中
枢
施
設
で
あ
っ
た
第

32
軍
司
令
部
壕
は
、
沖
縄
戦
の
実
相
を
次
世

代
に
語
り
伝
え
る
た
め
に
極
め
て
重
要
な
歴

史
的
戦
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
壕
の
保

存
・
公
開
に
向
け
て
必
要
な
詳
細
調
査
や
平

和
発
信
・
継
承
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
保
存
・
公
開
の
取
組
の
機
運
醸
成

の
一
環
と
し
て
、
Ｖ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
技
術

に
よ
る
坑
道
内
疑
似
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。

第
32
軍
司
令
部
壕
に
関
す
る
情
報
は
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
」
の

海
外
発
信
強
化
の
取
組

県
で
は
、
韓
国
の
済
州
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の

参
加
や
、
済
州
特
別
自
治
道
、
ド
イ
ツ
の
オ

ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
市
、
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ル
ダ

ン
市
と
県
で
構
成
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
平
和
都

市
連
帯
を
通
し
た
連
携
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の

平
和
博
物
館
設
置
に
係
る
技
術
協
力
な
ど
を

通
し
て
、
平
和
を
希
求
す
る
「
沖
縄
の
こ
こ

ろ
」
の
海
外
発
信
強
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
平
和
を
軸
と
す
る
国
際
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
む
こ
と
に
加
え
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
な
ど
を
通
し
、
海
外
発

信
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

戦後80周年を迎えるにあたり戦後80周年を迎えるにあたり
平和で豊かな沖縄の実現に向けて「平和を考える機会」を創出します。

第１回

第
32
軍

司
令
部
壕

専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

沖縄戦と平和をイメージして
月桃が描かれ、緑色を基調と
しています。

シンボルマーク紹介ページ▶

戦後80周年シンボルマーク
第
32
軍
司
令
部
壕
の
保
存
・
公
開

（
Ｖ
Ｒ
技
術
の
様
子
）

済
州
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
、

グ
ロ
ー
バ
ル
平
和
都
市
連
帯

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
登
壇

「美ら島沖縄」電子Book版と
バックナンバーは、県ホーム
ページでご覧いただけます。

［美ら島沖縄の設置場所］ 美ら島沖縄 
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。
また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する施
設でもご覧いただけます。新規設置施設も受け付けていま
すので、関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、
全世帯向けの戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

公式LINE
@okinawa-
government

公式Ｘ
@okinawa_pref

Instagram
@churashima_
okinawa_offi cial

沖縄県庁広報課 美ら島沖縄

県では、令和７年度にスタートす
る沖縄県こども・若者計画を、より
身近に感じてもらえるよう、県内に
住んでいる18歳までのこどもたちか
ら愛称を募集しました。このたび最
優秀作品１点および優秀作品３点が
選ばれ、表彰式が行われました。
「誰一人取り残さないこどもまん
なか社会」の実現を目指し、計画を
推進してまいります。

〈最優秀作品〉
●未来のおきなわっこプラン（愛称決定）

〈優秀作品〉 
●美ら輪lover（ちゅらわらばー）
●きぼうのしまの芽プロジェクト
●あおぞら晴れ晴れ大作戦

玉城知事は、座間味村で行われた
座間味村慰霊祭式典に出席したほか、
周辺地域の慰霊碑などを視察しました。
座間味村慰霊祭に初めて参列した
知事は、世界の恒久平和を願い、地
域の平和構築や相互発展へ、たゆま
ぬ努力を続けていくことを宣言しま
ました。
また、慰霊祭式典後は座間味島・
阿嘉島・慶留間島にある戦跡などを
視察しました。

去る３月10日をもって照屋副知事
が退任しました。
照屋副知事は、新型コロナによる
深刻な影響を受けた県経済の立て直
しなどに取り組まれ、観光振興基金
の創設、産業間連携おきなわブラン
ド戦略の推進などに尽力しました。
また、３月11日に沖縄県副知事辞

令交付式が行われ、琉球大学学長、
沖縄県振興審議会会長等を務めた大
城肇氏が副知事に就任しました。

沖縄県こども・若者計画の
愛称決定表彰式

座間味村 慰霊祭

照屋義実副知事　退任
大城肇副知事　就任

3月

10・11

3月

26

3月

28

沖縄県の主な出来事県 政 フ ラ ッ シ ュ 52025
vol.5962025.03

（上）座間味村平和
之塔前で来賓挨拶

（下）阿嘉島の沖縄
戦米軍初上陸の碑
の前で説明を受け
る知事

（左）退任の挨拶をする照屋義実副知事
（右）新副知事大城肇氏辞令交付式の様子

大
お お

城
し ろ

 肇
はじめ

出身地：竹富町
年　齢：73才
趣　味： 乗馬、カントリー

ミュージックを聴
くこと

コメント： 
離島振興をはじめ、地域経済振
興、子どもの貧困問題の解消など、
解決すべき多くの課題解決に向
け、全力で取り組んでまいります。

知事から表彰されたこどもたち

02  戦後80周年平和祈念事業
戦後80周年を迎えるにあたり

03 県政フラッシュ
04  特集：令和７年度　当初予算のあらまし
06  戦後80年 記憶と未来のタイムマシン
［第１回　遊び編］

08  取り戻そう！ 健康長寿おきなわ
タバコの危険性について考えよう！

 読者の声
09  県の動き１

５月は自動車税の納付月！！

  県の動き２
「看護の心をみんなの心に」５月12日は看護の日

10  Fun Fan Local ［vol.1 本部町］

 アンケート＆プレゼント
11  県の動き３

ギャンブル等依存症を知っていますか？

12 情報ひろば
14  県の動き４

５月12日は「民生委員・児童委員の日」

 広報課からのお知らせ

情熱的な赤い花を咲かせ
るデイゴはこの季節の風
物詩ですが、毎年デイゴ
の花が見られる幸せを、
戦後80年の今年、改めて
感じます。

「沖縄の県花に平和を願う」
今月の表紙

人口・世帯の動き（2025年３月１日現在）

65万3,899世帯
※前月比141世帯増加

146万7,273人
※前月比628人減少

総人口 世帯数

3 美 ら 島 沖 縄 2025.5
熱中症は予防が大切！こえかけで防ごう！
こまめな
水分補給こ 炎天下を

避けようえ 風通しを
良くか 健康

管理！け
今日の暑さ
指数を確認
してみよう！


